















Comparison of Physical Space in Play, Ritual and Daily Life  





















 (1) 一つの自由な行動である。 
 (2) 遊びは日常あるいは現実の生活の枠外にある。 
 (3) 遊びは日常生活から、その「場」と持続「時間」とによって、区別される。 
 (4) 遊びの中には、緊張の要素が含まれる。 
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 (1) 空間的特徴 
 遊び空間としての東京ディズニーランドは、1983 年設立、所在地は千葉県浦安













来場者数は 1 日平均約 75 万人(6)、広さは 4～5 万平方メートルである。施設とし
てホーム 16 番線、切符売り場 9、改札口 9、指定席券売機 10、精算所 7、みどり


























乗車人数 約 75 万人
（1 日平均）2014 年 






















































































































































































測定日時 2015 年 11 月 9 日 
12時55～13時15分
2015 年 11 月 13 日 
13時55～14時10分
2015 年 11 月 13 日 
14時20～14時45分 
天候 曇り 
温度 23.2 度 
湿度 79.9％ 
曇り 
































 第 2 節の「遊び、祭祀、そして日常の概念比較」の結果から、遊び、祭祀、そ
して日常の空間の類似度をまとめることを行なった。すなわち、そこにおいて遊
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          図表６ 空間的類似度 
小        （情報負荷）      大 （人数、広さ、施設数） 
    ｜――――――――――｜――――――――――｜ 
























             小        （難易度）        大 
            ｜――――――――――｜――――――――――｜ 

























             小      （情報負荷;音量等）        大 
            ｜――――――――――｜――――――――――｜ 
































 (4) 祭祀の空間として、日本最大規模の伊勢神宮は、2013 年、2014 年には、式年遷宮の影




の 800 万人超が妥当と思われた。 
 (5) オリエンタルランド・ホームページ（2015 年時点） 



















E. Klapp, Overload and Boredom: Essays on the Quality of Life in the Information 
Society, Greenwood Press, Inc., 1986） 
R. Caillois (1967) Les jeux et les hommes －Le masque et le vertige － , Galllimard. Caillois
の「Les jeux et les himmes」は、初版 1958 年であるが、本書では上記の 1967 年版本
から引用している（ロジェ・カイヨワ著、多田道太郎、塚崎幹夫訳（1990）『遊びと人間』
講談社学術文庫） 
M. Csikszentmihalyi (1975) Beyond Boredom and Anxiety－Experiencing Flow in Works and 
Play－、Jossey-Bass Inc., Publishers（M.チクセントミハイ著、今村浩明訳（1991）『楽
しむということ』思索社、今村浩明訳（2000）『楽しみの社会学』新思索社） 
M. Csikszentmihalyi (1990) Flow －the psychology of optimal experience－, Harper and Row, 
Publishers.（M.チクセントミハイ著、今村浩明訳（1996）『フロー体験 喜びの現象学』
世界思想社） 
M. Csikszentmihalyi and I.S. Csikszentmihalyi (eds.) (1988) “Optimal experience - 
Psychological studies of flow in consciousness”, Cambridge University Press 
M.J. Ellis (1973) Why People Play, Prentice-Hall, Inc.（M.J.エリス著、森 杼木、大塚忠剛、
田中亨胤訳『人間はなぜ遊ぶか』黎明書房、2000 年） 
J. Huizinga (1955) homo ludens – a study of play element in culture －, The Beacon Press. 
Huizinga の「homo ludens」は、初版 1938 年であるが、本書では上記の 1955 年版本か
ら引用している（ホイジンガ著、高橋英夫訳（1973）『ホモ・ルーデンス』中公文庫） 
D.O.Hebb (1966) “The organization of behavior” New York: Wiley & Sons. 
 
（2015 年 12 月 7 日受理） 
 
